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平
軽
盛
の
家
集
『
経
盛
集
』
は
、
そ
の
奥
書
「
神
主
垂
保
依
願
請
当
世
好
士
各
和
歌
百
首
可
進
納
神
殿
云
々
」
か
ら
、
重
保
の
「
寿
 
 

永
百
首
」
編
纂
に
応
じ
た
自
撰
家
集
と
み
ら
れ
る
。
所
収
歌
数
は
四
季
・
恋
・
雑
合
せ
て
一
二
九
首
（
他
者
詠
二
二
首
）
。
集
中
に
 
 

は
賀
茂
社
関
係
の
歌
を
含
む
地
歌
人
主
催
歌
合
で
の
詠
歌
や
、
自
家
主
催
歌
合
で
の
歌
、
二
条
院
歌
会
で
の
詠
歌
、
俊
成
や
実
走
ら
 
 

と
の
贈
答
歌
な
ど
、
既
存
の
詠
藻
よ
り
「
惣
注
出
」
 
（
同
奥
書
）
 
し
た
諸
詠
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
経
盛
の
幅
広
い
和
歌
活
動
の
 
 

一
端
を
そ
こ
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

『
経
盛
集
』
 
に
は
、
忠
盛
家
歌
会
で
の
隔
関
恋
の
題
詠
歌
（
八
四
番
）
 
や
、
息
鹿
家
の
「
花
さ
か
り
な
る
を
み
て
よ
め
る
」
歌
 
 

（
十
八
番
）
 
な
ど
、
平
家
歌
人
間
の
交
流
を
示
唆
す
る
歌
も
あ
る
。
特
に
一
〇
九
番
歌
の
詞
書
に
 
「
左
京
大
夫
俊
成
ね
打
開
き
せ
む
と
 
 

て
故
刑
部
卿
の
よ
ま
れ
た
る
歌
ど
も
を
尋
ね
侍
り
し
か
ば
」
と
記
す
よ
う
に
、
軽
盛
は
忠
盛
の
遺
詠
を
所
持
し
て
い
た
ら
し
く
、
平
 
 

家
歌
人
が
こ
れ
ら
忠
盛
歌
を
詠
作
時
に
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

稿
者
は
先
に
、
平
家
歌
人
の
間
に
窺
え
る
詠
作
上
の
影
響
関
係
を
見
る
べ
く
、
経
盛
ら
平
家
歌
人
に
お
け
る
忠
盛
歌
の
受
容
を
調
 
 

査
報
告
し
た
。
忠
盛
歌
初
出
の
和
歌
表
現
の
摂
取
と
い
う
観
点
か
ら
 
『
経
盛
集
』
 
冨
心
度
集
』
 
『
経
正
集
』
 
の
各
所
収
歌
を
租
々
吟
味
 
 

し
た
も
の
で
、
結
果
と
し
て
軽
盛
四
首
、
息
度
・
経
正
各
一
首
の
都
合
六
首
に
忠
盛
歌
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
（
第
三
節
に
再
述
）
。
 
 
 

平
経
盛
と
 
『
忠
盛
集
』
 
 

千
 
草
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た
だ
、
こ
の
ほ
か
に
も
 
『
経
盛
集
』
 
に
は
、
忠
盛
歌
に
同
じ
く
前
例
希
な
歌
枕
を
絡
ま
え
た
歌
、
あ
る
い
は
同
一
場
所
の
月
を
歌
材
 
 

に
用
い
た
歌
、
が
散
見
す
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
経
盛
歌
を
取
り
上
げ
、
忠
盛
歌
と
の
関
連
で
租
々
吟
味
し
て
み
た
い
。
ま
た
忠
度
 
 

の
同
様
の
詠
歌
に
つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て
吟
味
す
る
。
 
 
 

な
お
便
宜
的
に
 
「
忠
盛
集
』
 
所
収
歌
を
先
覚
の
分
類
に
従
っ
て
歌
群
に
整
理
す
る
。
現
存
 
冒
心
盛
集
』
 
は
、
一
九
〇
首
を
収
め
る
 
 

異
本
系
『
忠
盛
集
』
 
（
谷
山
茂
氏
蔵
本
）
、
三
九
首
を
収
め
る
流
布
本
系
『
忠
盛
集
』
 
（
神
宮
文
庫
本
他
）
 
の
二
系
統
が
存
す
る
が
、
 
 

こ
の
う
ち
異
本
系
の
一
～
九
九
番
ま
で
を
異
本
系
A
歌
群
、
一
〇
〇
～
一
四
四
を
同
B
歌
群
、
一
四
五
～
一
七
二
を
同
C
歌
群
、
一
 
 

七
三
～
一
九
〇
を
同
D
歌
群
と
呼
称
し
、
流
布
本
系
の
一
～
二
九
を
流
布
本
系
A
歌
群
、
三
〇
～
三
九
を
同
B
歌
群
と
呼
ぶ
。
こ
れ
 
 

は
後
に
経
盛
と
 
冒
心
盛
集
』
と
の
関
係
を
考
察
す
る
際
に
関
わ
っ
て
く
る
。
 
 

空
一
》
 
 
 

『
経
盛
集
』
 
と
 
『
忠
盛
集
』
 
両
系
統
本
の
各
々
の
詞
書
を
比
べ
て
み
る
と
、
出
詠
歌
合
や
歌
会
で
の
同
座
を
示
唆
す
る
記
述
は
希
 
 

で
、
前
述
の
 
『
経
盛
集
』
 
八
四
番
の
忠
盛
家
歌
会
の
そ
れ
が
唯
一
と
言
え
る
。
歌
題
で
も
、
花
や
雪
な
ど
素
題
は
一
致
す
る
が
、
結
 
 

題
で
の
一
致
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
歌
枕
 
（
地
名
）
 
は
両
家
集
で
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
住
吉
や
難
波
、
逢
坂
な
ど
一
般
 
 

的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
始
め
と
し
て
、
「
み
づ
わ
け
や
ま
」
 
（
忠
盛
集
A
一
番
・
経
盛
集
四
番
、
以
下
同
）
、
「
き
よ
み
が
た
」
 
（
忠
 
 

盛
A
三
七
・
軽
盛
五
五
）
、
「
あ
は
ぢ
し
ま
」
 
（
忠
盛
A
十
五
及
び
D
一
七
六
・
経
盛
七
三
）
 
な
ど
、
平
家
歌
人
以
前
の
用
例
の
少
な
 
 

い
歌
枕
 
（
地
名
）
 
も
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
こ
う
し
た
前
例
の
少
な
い
歌
枕
を
、
忠
盛
に
同
じ
く
経
盛
も
詠
 
 

み
込
む
場
合
で
あ
る
。
以
下
経
盛
の
そ
れ
ら
歌
枕
を
摂
取
し
た
歌
三
首
を
取
り
上
げ
、
忠
盛
歌
と
の
関
連
で
吟
味
し
て
み
る
。
 
 

し
げ
い
へ
の
卿
家
歌
合
に
 
 

（
傍
線
・
波
線
は
稿
者
に
よ
る
、
以
下
同
）
 
 

『
経
盛
集
』
 
五
五
番
の
永
万
二
年
重
家
歌
合
で
の
月
題
歌
を
掲
げ
た
。
同
歌
合
証
本
に
よ
る
と
、
経
盛
は
師
光
相
手
に
花
・
郭
公
・
 
 
 

五
五
、
わ
が
心
あ
く
が
れ
に
け
り
き
よ
み
 
 
が
た
な
み
ぢ
は
る
か
に
て
る
月
を
見
て
 
（
経
盛
集
）
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○
わ
が
心
な
ぐ
さ
め
か
ね
つ
さ
ら
し
な
や
を
ば
す
て
山
に
て
る
月
を
見
て
 
（
古
今
集
・
八
七
人
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
 
 

の
当
該
句
と
一
致
し
、
経
盛
が
こ
れ
を
参
考
歌
の
一
首
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
古
今
集
の
歌
は
、
更
級
の
姥
捨
山
に
照
る
月
に
取
 
 

材
し
た
歌
だ
が
、
経
盛
は
そ
れ
を
「
き
よ
み
が
た
」
 
の
波
路
遥
か
に
照
る
月
に
置
き
換
え
、
「
わ
が
心
あ
く
が
れ
に
け
り
」
と
感
懐
 
 

を
叙
し
て
い
る
。
 
 
 

「
き
よ
み
が
た
」
は
清
見
が
関
と
と
も
に
駿
河
の
歌
枕
で
あ
り
、
平
安
末
期
よ
り
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
関
や
紅
葉
、
 
 

雪
に
取
材
し
た
歌
が
現
存
諸
歌
集
中
に
散
見
す
る
が
、
月
に
取
材
し
た
歌
は
経
盛
以
前
は
少
な
い
。
次
の
「
為
仲
集
≡
三
五
番
歌
、
 
 

十
月
十
日
、
き
よ
み
が
せ
き
に
と
ま
り
た
る
に
、
月
い
と
あ
か
し
 
 

月
・
雪
・
恋
の
五
番
歌
を
合
わ
せ
、
結
果
は
勝
一
・
持
三
・
負
一
。
右
は
そ
の
う
ち
で
判
者
顕
広
が
勝
と
判
じ
た
一
首
に
当
た
る
。
 
 
 

歌
を
見
る
と
、
波
線
を
付
し
た
初
旬
と
第
五
句
は
 
『
古
今
集
』
 
八
七
八
番
の
、
 
 

三
七
、
み
そ
ら
は
れ
な
み
ぢ
に
ひ
か
り
み
ち
に
け
り
あ
き
の
な
か
ば
の
月
き
よ
み
が
た
 
（
忠
盛
集
）
 
 

と
の
忠
盛
歌
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
異
本
系
冒
心
盛
集
』
 
A
歌
群
の
 
「
忠
盛
百
首
」
秋
部
所
収
歌
で
あ
り
、
忠
盛
は
秋
半
ば
の
月
 
 

が
清
見
潟
の
海
面
を
清
ら
か
に
照
ら
す
情
景
を
踏
ま
え
、
「
な
み
ぢ
に
ひ
か
り
み
ち
に
け
り
」
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
今
 
 

撰
集
』
七
五
番
の
顕
昭
歌
、
『
続
拾
遺
集
』
三
一
一
番
の
登
蓮
歌
、
『
山
家
集
≡
二
l
九
番
の
「
海
辺
月
」
選
歌
、
同
三
二
四
番
の
「
名
 
 

所
月
」
選
歌
 
（
宮
河
歌
合
歌
）
 
な
ど
、
経
盛
と
同
時
代
歌
人
詠
に
も
清
見
潟
の
月
を
歌
材
に
用
い
た
歌
は
見
ら
れ
る
が
、
波
路
の
月
 
 

と
な
る
と
、
経
盛
以
前
は
右
の
忠
盛
歌
が
唯
一
と
な
る
。
 
 
 

忠
盛
が
何
に
依
っ
て
こ
の
波
路
の
月
を
着
想
し
詠
出
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
清
見
が
閑
の
月
を
詠
ん
だ
為
仲
歌
を
参
照
し
た
可
 
 

能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
為
仲
歌
よ
り
「
な
み
ぢ
」
 
の
月
を
着
想
し
た
も
の
か
、
他
の
先
人
の
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
か
、
忠
 
 

盛
の
独
創
に
よ
る
も
の
か
、
は
現
存
資
料
か
ら
判
断
し
が
た
い
。
た
だ
、
軽
盛
に
関
し
て
は
自
歌
に
清
見
潟
の
波
路
の
月
を
詠
み
込
 
 

ん
で
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
先
の
 
『
古
今
集
』
歌
に
加
え
、
こ
の
忠
盛
歌
も
詠
作
時
に
参
照
し
て
い
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

○
岸
ち
か
く
な
み
よ
る
松
の
こ
の
ま
よ
り
き
よ
み
が
せ
き
は
月
ぞ
も
り
く
る
 
（
為
仲
集
）
 
 

が
初
見
と
な
る
。
同
様
に
「
き
よ
み
が
た
」
 
の
月
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、
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○
よ
ろ
づ
世
を
松
に
ぞ
君
を
い
は
ひ
つ
る
ち
と
せ
の
か
げ
に
す
ま
む
と
思
へ
ば
 
（
古
今
集
二
二
五
六
）
 
 
 

第
五
句
が
「
す
む
身
と
」
 
（
経
盛
）
 
「
す
ま
む
と
」
 
（
素
性
）
 
と
若
干
異
な
る
が
、
経
盛
歌
と
素
性
歌
の
各
々
の
下
旬
は
内
容
的
に
 
 

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
経
盛
は
石
歌
を
詠
作
時
に
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
。
素
性
は
「
よ
し
み
ね
の
つ
ね
な
り
」
を
指
し
て
「
ち
と
 
 

せ
の
か
げ
」
と
詠
ず
る
が
、
経
盛
歌
詞
書
に
具
体
的
人
物
名
は
な
く
、
先
に
触
れ
た
如
く
そ
の
指
示
対
象
の
特
定
は
難
し
い
。
 
 
 

経
盛
は
ま
た
、
上
旬
で
山
城
の
歌
枕
「
平
野
」
を
歌
材
に
用
い
て
い
る
。
こ
こ
は
平
野
祭
に
初
め
て
男
使
を
立
て
た
際
の
能
宣
歌
 
 

（
拾
遺
集
二
一
六
四
）
以
来
、
そ
の
於
を
詠
む
辛
が
多
い
が
、
経
盛
歌
の
場
合
、
「
平
野
」
の
「
平
（
ひ
ら
）
」
に
平
家
の
意
を
掛
け
、
 
 

そ
の
松
共
々
 
「
さ
か
え
ゆ
く
」
自
家
は
頼
も
し
い
、
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
「
ひ
ら
の
の
桧
」
に
平
家
の
繁
栄
を
祝
う
意
を
込
 
 

め
て
詠
む
歌
は
経
盛
歌
に
留
ま
ら
な
い
が
、
現
存
詩
歌
集
中
で
は
平
家
と
交
渉
の
あ
っ
た
歌
人
、
あ
る
い
は
平
家
関
係
の
人
物
の
詠
 
 
 

俊
成
は
当
面
の
経
盛
歌
判
詞
で
「
な
み
ぢ
は
る
か
に
て
る
月
を
見
て
と
い
へ
る
、
す
が
た
い
と
き
よ
げ
に
見
ゆ
」
 
（
重
家
歌
合
証
 
 

本
）
 
と
評
価
し
て
お
り
、
彼
自
身
そ
の
表
現
を
彼
の
治
承
二
年
右
大
臣
兼
実
家
百
首
の
放
歌
で
「
晴
見
が
た
波
路
さ
や
け
き
月
を
見
 
 

て
や
が
て
心
や
関
を
も
る
べ
き
」
（
長
秋
詠
藻
・
五
四
九
）
と
用
い
て
い
る
。
清
見
潟
の
波
路
の
月
を
詠
じ
た
忠
盛
歌
が
経
盛
歌
の
 
 

右
の
表
現
を
招
来
し
、
そ
れ
が
俊
成
へ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
忠
盛
の
斬
新
な
発
想
に
基
づ
く
歌
枕
摂
取
歌
が
経
盛
ら
後
 
 

の
歌
人
に
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
端
が
こ
こ
に
窺
え
る
。
 
 

福
原
の
北
野
の
山
荘
に
て
、
人
人
祝
の
歌
よ
み
侍
り
し
に
 
 
 

一
二
六
、
さ
か
え
ゆ
く
ひ
ら
の
の
松
ぞ
た
の
も
し
き
千
と
せ
の
か
げ
に
す
む
身
と
思
へ
ば
 
（
経
盛
集
）
 
 

次
に
福
原
の
山
荘
に
お
け
る
経
盛
の
祝
歌
を
掲
げ
た
。
詞
書
の
 
「
人
人
」
よ
り
歌
会
詠
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
参
加
者
な
ど
は
 
 

分
か
ら
な
い
。
経
盛
は
倒
置
を
用
い
、
上
旬
で
栄
え
ゆ
く
平
野
の
松
を
言
祝
ぎ
、
下
旬
で
、
そ
の
千
歳
の
松
の
よ
う
な
君
の
ご
恩
に
 
 

浴
す
我
が
身
と
思
い
ま
す
の
で
、
と
歌
う
。
第
四
旬
「
ち
と
せ
の
か
げ
」
は
様
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
取
り
敢
え
ず
こ
こ
で
は
 
 

松
と
帝
の
両
意
を
掛
け
る
と
解
し
た
が
、
院
な
ど
他
の
存
在
も
措
定
で
き
よ
う
。
 
 
 

も
と
よ
り
こ
の
歌
句
は
、
現
存
諸
歌
集
中
で
は
次
の
素
性
法
師
歌
を
初
見
と
す
る
。
 
 

よ
し
み
ね
の
つ
ね
な
り
が
よ
そ
ぢ
の
賀
に
む
す
め
に
か
は
り
て
よ
み
侍
り
け
る
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歌
に
散
見
す
る
。
例
え
ば
 
「
平
家
の
人
の
つ
か
さ
な
れ
る
よ
ろ
こ
び
に
」
と
の
詞
書
の
も
と
「
お
ひ
の
ぼ
る
ひ
ら
の
の
松
は
吹
く
か
 
 

ぜ
の
音
に
き
く
だ
に
涼
し
か
り
け
り
」
と
詠
む
『
清
輔
集
』
三
二
〇
番
歌
の
ほ
か
、
永
万
二
年
五
月
経
盛
歌
合
で
の
清
輔
の
祝
歌
三
夫
 
 

木
抄
』
 
八
二
七
九
番
所
載
）
、
『
新
千
載
集
』
九
三
九
番
所
戟
の
建
春
門
院
滋
子
が
平
野
社
に
参
詣
し
た
折
の
歌
、
が
そ
の
例
に
あ
げ
 
 

ら
れ
る
。
逆
に
 
『
垂
之
集
』
 
二
〇
八
番
歌
、
あ
る
い
は
平
家
の
滅
亡
後
に
詠
ま
れ
た
歌
、
例
え
ば
 
『
千
五
百
番
歌
合
』
 
二
一
二
五
番
 
 

の
宜
秋
門
院
丹
後
の
歌
、
『
続
古
今
集
b
 
七
一
三
番
の
家
隆
歌
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
」
一
六
五
三
番
歌
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
 
 

『
山
家
集
』
一
一
八
一
番
 
（
＝
『
西
行
上
人
集
』
 
五
二
五
番
）
 
歌
も
「
ひ
ら
の
の
松
」
を
歌
材
に
用
い
た
歌
だ
が
、
詞
書
に
「
い
は
 
 

ひ
」
と
の
記
述
し
か
な
く
、
こ
れ
が
平
家
に
関
わ
る
詠
歌
か
は
現
存
資
料
よ
り
判
断
し
が
た
い
。
 
 
 

以
上
、
経
盛
以
前
並
び
に
同
時
代
歌
人
に
お
け
る
「
ひ
ら
の
の
松
」
を
詠
む
例
を
掲
げ
た
が
、
「
平
野
」
 
に
平
家
を
掛
け
る
着
想
 
 

は
経
盛
歌
を
囁
失
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
異
本
系
 
『
忠
盛
集
』
 
A
歌
群
の
 
「
忠
盛
百
首
」
中
の
神
祇
歌
が
初
見
と
言
え
そ
う
で
あ
 
 

る
。
 
 
八
二
、
よ
ろ
づ
代
と
ま
つ
る
ひ
ら
の
ゝ
の
ま
つ
が
え
の
し
げ
る
や
か
み
の
め
ぐ
み
な
る
ら
ん
 
（
忠
盛
集
）
 
 

忠
盛
歌
の
第
三
句
以
下
を
文
字
通
り
解
せ
ば
、
（
平
野
社
の
）
松
の
枝
が
茂
る
の
は
（
平
野
の
）
神
の
恵
み
で
あ
ろ
う
、
と
な
る
が
、
 
 

当
時
の
忠
盛
を
取
り
巻
く
状
況
が
平
野
社
の
 
「
ま
つ
が
え
の
し
げ
る
」
よ
う
で
あ
っ
た
点
は
注
意
さ
れ
る
。
久
安
頃
の
忠
盛
は
、
清
 
 

盛
や
経
盛
息
度
ら
の
嫡
子
に
恵
ま
れ
、
そ
の
子
供
達
が
官
位
に
就
き
、
一
門
が
僅
か
な
が
ら
も
発
展
の
途
上
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
 
 

う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
忠
盛
が
当
面
歌
の
 
「
ひ
ら
の
」
 
に
平
家
の
意
を
掛
け
、
「
し
げ
る
」
松
が
枝
に
一
門
の
発
展
を
重
ね
 
 

て
詠
じ
た
、
と
の
解
釈
も
で
き
よ
う
。
他
の
 
『
久
安
百
首
』
 
歌
人
が
詠
み
込
ん
で
い
な
い
 
「
ひ
ら
の
ゝ
ま
つ
」
を
、
忠
盛
が
能
官
一
歌
 
 

や
垂
之
歌
以
来
わ
ざ
わ
ぎ
自
歌
に
詠
み
込
ん
だ
の
も
、
単
な
る
神
祇
歌
の
歌
材
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
一
門
の
発
展
を
祝
い
、
 
 

そ
れ
を
平
野
社
の
神
へ
感
謝
す
る
目
的
に
よ
る
、
と
み
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
忠
盛
歌
以
降
、
「
ひ
ら
の
」
 
に
平
家
の
意
を
掛
け
た
 
 

慶
賀
の
歌
が
諸
歌
人
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
経
盛
が
福
原
の
山
荘
で
詠
じ
た
当
面
の
祝
歌
も
そ
の
l
首
に
数
え
ら
れ
る
。
経
盛
 
 

は
先
の
 
『
古
今
集
』
 
の
素
性
歌
に
加
え
、
用
例
希
な
歌
枕
を
摂
取
し
た
右
の
忠
盛
歌
も
詠
作
時
に
参
照
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
 
 

高
陽
院
中
将
、
も
と
す
む
所
に
は
な
か
り
け
れ
ば
、
又
も
え
い
は
ず
な
り
に
け
る
を
、
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そ
れ
よ
り
よ
み
て
つ
か
は
し
た
り
し
 
 

九
二
、
ほ
ど
も
な
く
お
も
ひ
か
へ
る
に
し
る
き
か
な
さ
も
あ
ら
ぬ
み
ち
の
ふ
み
た
が
へ
と
は
 
（
経
盛
集
）
 
 

か
へ
し
 
 

九
三
、
あ
ふ
み
ち
の
し
る
べ
な
け
れ
ば
い
か
で
か
は
ふ
み
か
よ
ふ
べ
き
せ
た
の
な
が
は
し
 
（
経
盛
集
）
 
 

次
は
 
『
経
盛
集
』
 
恋
部
の
歌
で
あ
る
。
詞
書
に
は
、
高
陽
院
中
将
が
「
も
と
す
む
所
」
 
に
い
な
か
っ
た
の
で
又
も
手
紙
を
送
れ
ず
に
 
 

い
た
と
こ
ろ
中
将
の
方
か
ら
経
盛
に
歌
を
贈
っ
て
き
た
、
と
あ
る
。
中
将
歌
は
 
芸
「
撰
集
』
恋
部
一
二
六
番
に
も
採
ら
れ
、
そ
の
詞
 
 

書
は
 
「
は
じ
め
て
文
つ
か
は
し
て
又
お
と
も
せ
ざ
り
け
る
ひ
と
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
」
と
記
す
。
顕
昭
撰
の
同
歌
集
は
永
万
元
 
 

〓
芳
年
～
同
二
〓
票
年
の
成
立
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
経
盛
と
中
将
は
右
の
贈
答
歌
を
交
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
 
 

て
h
一
 
 

み
に
中
将
の
仕
え
た
高
揚
院
勲
子
は
久
毒
二
〓
∽
u
年
十
二
月
十
六
日
に
六
一
歳
で
没
し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
 
（
女
院
小
伝
）
、
中
 
 

将
の
略
歴
は
現
存
諸
資
料
か
ら
は
辿
り
が
た
い
。
 
 
 

中
将
歌
を
粗
々
解
釈
す
れ
ば
、
程
も
な
く
思
い
返
す
に
明
ら
か
で
す
、
関
係
の
な
い
道
の
踏
み
間
違
え
と
は
 
（
関
係
な
い
方
か
ら
 
 

の
間
違
い
の
文
と
は
）
。
下
旬
の
 
「
ふ
み
」
 
に
 
「
跨
み
」
と
 
「
文
」
を
掛
け
て
お
り
、
対
す
る
経
盛
も
こ
の
掛
詞
を
踏
ま
え
つ
つ
、
 
 

さ
ら
に
「
あ
ふ
み
ち
 
（
近
江
路
）
」
 
に
「
逢
ふ
」
 
「
道
」
を
掛
け
、
近
江
路
の
道
案
内
も
な
い
の
で
一
体
ど
う
し
て
踏
み
通
う
こ
と
が
 
 

で
き
ま
し
ょ
う
か
勢
多
の
長
橋
を
 
（
貴
女
に
逢
う
た
め
の
道
案
内
が
無
い
の
で
、
文
を
通
わ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
）
、
と
返
歌
し
 
 

て
い
る
。
中
将
は
文
を
寄
越
さ
ぬ
経
盛
を
恨
み
っ
ぼ
く
詠
み
、
一
方
の
程
盛
は
中
将
が
「
も
と
す
み
た
る
と
こ
ろ
」
 
に
居
な
い
事
を
 
 

理
由
に
弁
解
め
く
歌
を
返
し
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

軽
盛
は
中
将
歌
中
の
 
「
み
ち
」
と
「
ふ
み
」
 
の
語
だ
け
を
取
り
上
げ
、
他
は
贈
歌
に
な
い
近
江
路
や
勢
多
の
長
橋
の
語
を
答
歌
に
 
詠
み
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
点
は
注
目
さ
れ
る
。
一
般
に
恋
歌
で
は
近
江
や
逢
坂
は
歌
材
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
る
辛
が
多
い
か
ら
、
 
 

経
盛
は
そ
れ
ら
歌
枕
を
利
用
し
て
返
歌
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
恋
歌
で
用
い
た
例
は
、
平
安
期
に
 
 

は
当
面
の
経
盛
歌
も
含
め
て
僅
か
し
か
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

も
と
よ
り
近
江
の
勢
多
の
橋
は
、
現
存
諸
歌
集
中
で
は
西
本
願
寺
本
冒
心
琴
集
』
一
二
六
番
と
 
『
兼
盛
集
』
 
十
四
番
で
 
「
せ
た
の
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○
あ
ふ
さ
か
を
え
こ
そ
わ
す
れ
ね
と
し
ふ
れ
ど
せ
た
の
な
が
は
し
い
た
く
つ
る
ま
で
 
（
江
帥
集
・
四
五
〇
）
 
 

匡
房
歌
の
詠
作
時
期
は
分
か
ら
ず
、
ま
た
周
防
内
侍
か
ら
の
返
歌
は
 
『
江
餉
集
』
 
に
見
ら
れ
な
い
。
匡
房
は
 
『
堀
河
百
首
』
 
橋
題
で
 
 

も
「
ま
き
の
頼
も
苔
む
す
ば
か
り
成
り
に
け
り
い
く
世
か
へ
ぬ
る
せ
た
の
な
が
橋
」
 
（
一
四
二
六
番
）
 
と
詠
ん
で
お
り
、
ど
う
や
ら
 
 

同
橋
を
「
い
く
世
」
も
経
た
「
苔
む
す
ば
か
り
」
 
の
橋
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
右
歌
を
租
々
解
釈
す
れ
ば
、
 
 

逢
坂
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
年
を
経
ま
し
た
が
勢
多
の
長
橋
の
板
朽
ち
る
ま
で
（
逢
瀬
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
年
老
い
ま
し
た
が
（
代
々
 
 

経
て
苔
む
す
）
勢
多
の
長
橋
の
橋
板
が
朽
ち
る
ま
で
）
、
と
な
る
。
下
旬
は
、
自
分
自
身
の
老
い
先
を
同
橋
に
仮
託
し
た
と
も
、
あ
 
 

る
い
は
横
板
が
朽
ち
る
で
あ
ろ
う
遠
い
将
来
を
指
す
と
も
、
ど
ち
ら
と
も
解
釈
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
匡
房
歌
に
つ
い
で
恋
歌
中
で
 
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
詠
む
の
が
、
次
の
忠
盛
歌
で
あ
る
。
 
 

四
条
の
宮
の
う
ち
に
侍
け
る
女
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
 
 
 

は
し
」
と
詠
ま
れ
た
の
が
古
く
、
つ
い
で
高
遠
が
「
せ
た
の
か
ら
は
し
」
と
詠
じ
た
例
が
見
え
る
 
（
高
遠
集
二
一
三
六
）
。
「
せ
た
の
 
 

な
が
は
し
」
の
用
例
は
『
堀
河
百
首
』
前
後
よ
り
多
く
日
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
駒
迎
」
や
「
橋
」
の
題
詠
歌
が
殆
ど
で
あ
り
、
 
 

次
の
周
防
内
侍
に
詠
み
贈
っ
た
匡
房
歌
が
恋
の
贈
答
歌
で
同
橋
を
歌
材
に
用
い
た
初
見
と
な
る
。
 
 

す
は
う
の
な
い
し
の
も
と
へ
つ
か
は
す
 
 

一
二
八
、
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
こ
ゆ
ば
か
り
ゆ
か
ず
と
も
ふ
み
だ
に
み
ば
や
せ
た
の
な
が
は
し
 
（
忠
盛
集
）
 
 

返
事
 
 
 

一
二
九
、
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
こ
ゆ
ば
か
り
お
も
は
ず
は
せ
た
の
な
が
は
し
な
に
か
ふ
み
け
ん
 
（
忠
盛
集
）
 
 

こ
れ
ら
は
異
本
系
『
忠
盛
集
』
 
B
歌
群
所
収
歌
で
、
「
四
条
の
宮
の
う
ち
」
 
の
女
性
は
人
物
名
な
ど
不
明
で
あ
る
。
忠
盛
が
、
た
と
 
 

え
逢
瀬
は
適
わ
な
く
て
も
せ
め
て
文
だ
け
で
も
見
た
い
も
の
で
す
、
と
詠
み
贈
っ
た
の
に
対
し
、
女
は
、
逢
瀬
を
思
わ
な
い
と
言
う
 
 

の
で
し
た
ら
何
で
文
を
寄
越
し
た
の
で
す
か
、
と
返
し
て
い
る
。
近
江
の
逢
坂
の
関
と
、
同
じ
く
近
在
す
る
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
 
 

と
を
組
み
合
わ
せ
た
機
知
に
富
ん
だ
贈
答
歌
で
あ
り
、
忠
盛
は
前
掲
の
匡
房
歌
を
踏
ま
え
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
匡
房
の
よ
う
に
苔
 
 

む
し
た
同
橋
を
直
接
に
詠
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
恋
歌
の
言
葉
遊
び
と
し
て
詠
み
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
匡
房
と
忠
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盛
の
 
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
詠
出
の
際
の
相
違
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

そ
の
忠
盛
歌
に
続
き
恋
の
贈
答
歌
で
同
橋
を
歌
材
に
用
い
た
の
が
、
当
面
の
経
盛
歌
と
な
る
。
経
盛
も
「
あ
ふ
」
「
ふ
み
 
（
文
・
 
 

踏
）
」
と
の
縁
語
関
係
で
 
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
用
い
て
お
り
、
歌
の
内
容
か
ら
、
苔
む
し
て
橋
板
が
壊
れ
そ
う
な
「
せ
た
の
な
 
 

が
は
し
」
を
詠
じ
て
い
る
と
は
取
り
が
た
く
、
忠
盛
歌
の
よ
う
に
言
葉
遊
び
的
な
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。
経
盛
は
匡
房
歌
を
参
照
し
 
 

て
い
た
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
比
し
て
忠
盛
歌
の
方
を
参
照
し
た
可
能
性
が
強
く
窺
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
程
盛
歌
も
、
前
例
の
 
 

少
な
い
歌
枕
を
忠
盛
歌
に
倣
っ
て
自
歌
に
詠
み
込
ん
だ
一
例
と
見
て
良
か
ろ
う
。
 
 

（
三
）
 
 
 

前
節
で
は
 
「
き
よ
み
が
た
」
 
「
ひ
ら
の
」
 
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
と
い
う
歌
枕
を
詠
み
込
ん
だ
経
盛
歌
三
首
を
取
り
上
げ
た
。
い
ず
 
 

れ
も
平
安
末
期
か
ら
多
く
詠
ま
れ
た
歌
枕
で
あ
り
、
そ
れ
を
詠
じ
た
忠
盛
歌
を
経
盛
が
詠
作
時
に
参
照
し
た
と
み
ら
れ
、
経
盛
歌
と
 
 

忠
盛
歌
と
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
そ
う
な
例
で
あ
る
。
 
 
 

他
に
も
軽
盛
歌
と
忠
盛
歌
と
の
関
連
性
が
若
干
窺
え
そ
う
な
歌
が
あ
る
。
歌
枕
を
詠
み
込
ん
だ
歌
で
は
な
く
、
同
一
場
所
の
月
を
 
 

詠
ん
だ
も
の
で
、
次
の
経
盛
歌
と
忠
度
歌
が
そ
れ
で
あ
る
。
 
 

遍
照
寺
歌
合
 
 

五
六
、
月
か
げ
は
む
か
し
の
そ
ら
に
か
は
ら
じ
と
お
も
ひ
な
す
に
ぞ
い
と
ど
さ
や
け
き
 
（
軽
盛
集
）
 
 

右
に
『
経
盛
集
』
五
六
番
の
遍
照
寺
歌
合
の
歌
を
掲
げ
た
。
同
歌
合
は
証
本
が
現
存
し
な
い
が
、
『
季
経
集
』
に
恋
一
首
、
『
経
盛
集
』
 
 

『
林
棄
集
』
 
に
月
恋
各
々
一
首
ず
つ
の
出
詠
歌
が
残
り
、
俊
悪
役
年
の
治
承
二
年
八
月
以
前
が
成
立
下
限
と
さ
れ
る
 
（
平
安
朝
歌
合
 
 

大
成
）
。
ま
た
左
の
 
『
忠
度
集
』
 
四
七
番
も
、
詞
書
中
の
会
記
よ
り
当
該
歌
と
の
先
覚
の
指
摘
が
あ
る
。
 
 

遍
昭
寺
に
て
、
人
人
月
見
侍
り
し
に
 
 

四
七
、
あ
れ
に
け
る
や
ど
と
て
月
は
か
は
ら
ね
ど
む
か
し
の
か
げ
は
猶
ぞ
ゆ
か
し
き
 
（
忠
彦
集
）
 
 
 

程
盛
達
が
集
っ
た
遍
照
寺
は
永
癖
元
慧
迄
年
寛
朝
上
人
が
建
立
し
た
仁
和
寺
末
寺
で
あ
り
、
平
安
時
代
中
頃
、
範
永
遠
と
同
寺
に
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赴
い
た
定
頼
が
「
と
こ
ろ
の
さ
ま
げ
に
い
と
い
み
じ
西
な
る
僧
ば
う
の
人
も
す
ま
ず
あ
れ
た
る
に
」
 
（
明
王
院
旧
蔵
本
定
額
集
二
一
 
 

九
番
詞
書
）
 
と
描
写
す
る
よ
う
に
、
経
盛
参
詠
以
前
、
既
に
荒
廃
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
息
度
歌
の
 
「
あ
れ
に
け
る
や
ど
」
 
 

は
そ
う
し
た
同
寺
を
指
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
経
盛
歌
に
は
同
様
の
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
初
旬
「
月
か
げ
は
」
の
係
助
詞
「
は
」
 
 

は
、
卜
葦
語
を
取
り
立
て
て
明
示
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
昔
に
 
「
か
は
ら
じ
と
お
も
ひ
な
」
せ
な
い
他
の
存
在
を
言
外
に
暗
示
 
 

す
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
、
経
盛
も
や
は
り
荒
れ
果
て
た
遍
照
寺
を
念
頭
に
詠
作
し
た
と
も
解
せ
そ
う
で
あ
る
。
経
盛
と
息
度
は
遍
 
 

照
寺
に
集
い
、
そ
の
 
「
む
か
し
」
 
の
月
を
懐
っ
て
、
「
い
と
ど
き
や
け
き
」
 
（
程
盛
）
 
「
な
ほ
ぞ
ゆ
か
し
き
」
 
（
忠
度
）
 
と
詠
じ
た
も
の
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 
 

遍
照
寺
の
月
は
平
安
後
期
よ
り
多
く
詠
ま
れ
、
現
存
諸
歌
集
中
で
は
経
盛
忠
度
両
歌
の
他
に
も
 
『
後
拾
遺
集
』
 
二
五
八
番
の
範
永
 
 

歌
、
『
故
侍
中
左
金
吾
家
集
』
 
三
七
番
歌
、
『
散
木
春
歌
集
』
 
四
八
五
番
歌
や
 
『
林
菓
集
』
 
四
九
二
番
歌
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
当
 
 

面
敬
二
首
と
歌
の
発
想
や
表
現
が
類
似
す
る
歌
と
し
て
は
、
次
の
忠
盛
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 
 

あ
れ
た
る
や
ど
の
暁
月
 
 

だ
イ
 
 
 

一
二
一
、
す
み
き
け
ん
む
か
し
の
人
は
か
げ
た
え
て
や
ど
も
る
も
の
は
あ
り
あ
け
の
月
 
（
忠
盛
集
）
 
 

冒
心
盛
集
』
異
本
系
B
歌
群
の
一
二
一
番
歌
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
同
系
統
C
歌
群
の
一
六
八
番
と
流
布
本
系
B
歌
群
の
三
五
番
に
重
 
 

出
し
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
一
五
五
二
番
に
も
入
集
す
る
が
、
右
の
一
二
一
番
及
び
 
『
新
古
今
集
』
甘
露
寺
親
長
本
な
ど
一
部
伝
本
 
 

所
収
歌
を
除
き
、
初
句
「
す
丹
き
け
ん
」
と
異
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
文
法
的
意
味
的
に
矛
盾
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
一
二
一
番
 
 

歌
本
文
右
に
「
だ
イ
」
と
私
に
書
き
添
え
た
。
ま
た
詞
書
に
も
相
違
が
見
ら
れ
、
右
歌
は
歌
題
の
み
記
す
が
、
新
古
今
集
入
集
歌
や
 
 

「
見
勅
撰
」
歌
を
採
る
流
布
本
系
三
五
番
は
と
も
に
「
遍
照
寺
に
て
月
を
見
て
」
と
記
す
。
異
本
系
一
六
八
番
は
「
遍
照
寺
に
て
」
 
 

か
カ
 
 

と
記
す
が
、
直
前
歌
の
 
「
あ
れ
た
る
ま
0
き
の
む
し
」
題
と
も
異
な
る
の
で
、
多
分
「
月
」
か
「
あ
れ
た
る
や
ど
の
暁
月
」
と
の
歌
 
 

題
の
記
述
を
欠
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
こ
の
C
歌
群
の
一
六
八
番
詞
書
を
参
照
す
る
と
、
右
の
B
歌
群
一
二
一
番
歌
も
遍
照
寺
 
 

で
の
詠
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
各
歌
群
所
収
歌
の
詞
書
の
相
違
は
い
ず
れ
が
本
来
的
と
も
決
着
を
付
け
が
た
く
、
取
り
敢
え
 
 

ず
こ
こ
で
は
忠
盛
が
遍
照
寺
で
 
「
月
」
も
し
く
は
「
あ
れ
た
る
や
ど
の
暁
月
」
題
を
詠
ん
だ
歌
と
解
し
て
お
く
。
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忠
盛
は
、
「
も
る
」
 
の
語
に
 
「
守
る
」
と
「
漏
る
」
を
掛
け
、
昔
の
人
々
が
居
な
く
な
っ
た
遍
照
寺
を
守
る
 
（
に
漏
れ
て
く
る
）
 
 

有
明
の
月
、
と
詠
む
。
初
句
は
「
澄
み
 
（
住
み
）
 
来
け
ん
」
「
集
き
け
ん
」
、
ど
ち
ら
で
も
歌
意
は
通
じ
る
。
忠
盛
の
依
拠
歌
と
し
て
 
 

は
 
『
後
拾
遺
集
』
 
二
五
三
番
に
載
る
恵
慶
法
師
の
歌
が
諸
先
覚
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

河
原
院
に
て
よ
み
は
べ
り
け
る
 
 

○
す
だ
き
け
ん
む
か
し
の
人
も
な
き
や
ど
に
た
だ
か
げ
す
る
は
秋
の
夜
の
月
 
（
後
拾
遺
集
二
一
五
三
）
 
 

融
や
業
平
達
が
集
っ
た
往
時
の
河
原
院
を
偲
ぶ
恵
庭
歌
で
あ
り
、
忠
盛
は
、
恵
慶
歌
の
河
原
院
を
遍
照
寺
に
置
き
換
え
、
「
あ
れ
美
 
だ
イ
 
 

る
や
ど
」
と
「
あ
り
あ
け
の
月
」
と
を
対
比
さ
せ
、
そ
の
荒
廃
に
対
す
る
寂
蓼
感
を
叙
し
て
い
る
。
初
旬
二
句
の
遍
照
寺
に
「
す
動
 
 

き
け
ん
む
か
し
の
人
」
は
月
を
な
が
め
て
い
た
人
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
忠
盛
は
同
寺
に
集
っ
た
（
も
し
く
は
「
住
ん
で
い
た
 
」
）
 
 

古
人
を
偲
び
、
彼
等
が
眺
め
て
い
た
往
時
の
月
を
、
そ
れ
と
変
わ
ら
ぬ
詠
作
時
の
有
明
の
月
よ
り
憤
っ
て
詠
ん
だ
と
も
取
れ
る
。
歌
 
 

の
表
現
や
発
想
の
面
で
、
僅
か
な
が
ら
も
経
盛
息
度
両
歌
と
関
連
性
が
窺
え
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

因
み
に
遍
照
寺
や
広
沢
の
月
を
詠
む
歌
は
現
存
諸
歌
集
中
に
散
見
す
る
が
、
右
の
平
家
歌
人
詠
の
よ
う
に
「
む
か
し
」
 
（
あ
る
い
 
 

は
 
「
い
に
し
へ
」
）
 
な
ど
の
語
彙
を
用
い
、
昔
日
の
同
寺
や
そ
れ
を
照
ら
す
月
を
偲
ん
で
詠
む
歌
は
経
盛
以
前
に
は
少
な
い
。
例
え
 
 

ば
先
の
走
頼
と
同
道
し
た
資
業
の
歌
「
山
の
端
に
入
り
に
し
月
は
そ
れ
な
が
ら
な
が
め
し
人
ぞ
む
か
し
な
り
け
る
 
（
明
王
院
旧
蔵
本
 
 

定
額
集
・
三
〇
）
」
 
の
ほ
か
、
『
風
柔
和
歌
集
』
一
二
七
三
番
所
載
の
 
「
野
じ
ま
の
三
位
中
将
」
歌
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
後
者
は
そ
の
 
 

所
収
物
語
や
成
立
年
代
は
分
か
ら
な
い
た
め
平
家
歌
人
の
詠
歌
と
の
先
後
関
係
は
明
ら
か
に
し
が
た
く
、
こ
こ
で
は
触
れ
る
に
留
め
 
 

る
。
 
 
 

経
盛
や
忠
度
は
そ
の
詠
作
時
、
こ
れ
ら
資
業
歌
を
始
め
遍
照
寺
や
広
沢
の
月
を
詠
じ
た
先
人
の
歌
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
 
 

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
忠
盛
歌
を
参
照
し
て
い
た
か
否
か
は
、
そ
の
各
々
の
詠
作
時
期
が
不
明
な
た
め
、
早
々
に
は
決
着
が
付
け
ら
れ
 
 

そ
う
も
な
い
。
『
忠
盛
集
』
 
異
本
系
C
歌
群
の
一
六
八
番
詞
書
「
遍
照
寺
に
て
」
 
や
、
『
新
古
今
集
』
 
入
集
歌
詞
書
「
遍
照
寺
に
て
月
 
 

を
見
て
」
が
経
盛
ら
の
参
じ
た
遍
照
寺
歌
合
を
指
す
か
は
、
現
存
資
料
か
ら
判
断
す
る
術
は
な
い
。
遍
照
寺
歌
合
は
 
『
林
業
集
』
成
 
 

立
の
治
承
二
】
－
遥
年
八
月
以
前
が
成
立
下
限
と
さ
れ
る
が
 
（
前
掲
、
平
安
朝
歌
合
大
成
）
、
そ
の
催
行
時
期
は
分
か
ら
ず
、
仮
に
忠
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盛
が
経
盛
達
と
遍
照
寺
歌
合
に
同
座
し
て
い
た
と
す
る
と
、
と
も
に
「
む
か
し
」
 
の
遍
照
寺
や
そ
の
月
を
詠
む
点
で
、
平
家
歌
人
同
 
 

士
相
互
に
影
響
し
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
逆
に
忠
盛
没
後
の
そ
れ
と
す
る
と
、
程
盛
や
忠
度
は
忠
盛
歌
を
参
考
歌
の
一
首
に
 
 

用
い
て
詠
作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
先
に
、
経
盛
歌
と
息
度
歌
は
忠
盛
歌
と
の
関
連
性
が
若
干
窺
え
そ
う
な
歌
、
と
記
し
 
 

た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
因
る
の
で
あ
る
。
 
 

《
四
》
 
 
 

こ
れ
ま
で
、
経
盛
の
歌
枕
を
詠
み
込
ん
だ
歌
三
首
、
並
び
に
遍
照
寺
歌
合
に
出
詠
し
た
程
盛
歌
・
忠
度
歌
各
一
首
を
、
忠
盛
歌
と
 
 

の
関
連
で
取
り
上
げ
た
。
既
に
平
家
歌
人
の
歌
枕
（
地
名
）
多
用
に
つ
い
て
は
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
忠
盛
歌
と
経
盛
歌
に
共
 
 

通
す
る
前
例
希
な
歌
枕
に
着
目
し
、
そ
れ
を
忠
盛
と
経
盛
が
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
、
と
の
観
点
か
ら
租
々
吟
味
し
た
。
結
果
 
 

と
し
て
「
き
よ
み
が
た
」
 
の
波
路
を
照
ら
す
月
を
詠
じ
た
 
『
軽
盛
集
』
 
五
五
番
歌
、
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
恋
の
贈
答
歌
で
用
い
 
 

た
九
三
番
歌
、
「
ひ
ら
の
」
に
平
家
を
掛
け
た
一
二
六
番
歌
に
お
い
て
、
経
盛
が
忠
盛
歌
を
介
し
て
歌
枕
を
摂
取
し
た
と
み
ら
れ
る
 
 

事
を
明
ら
か
に
し
た
。
殊
に
忠
盛
は
各
々
先
人
の
歌
を
踏
ま
え
つ
つ
、
発
想
を
転
じ
て
新
た
な
角
度
か
ら
 
（
平
野
t
清
見
潟
）
、
あ
 
 

る
い
は
恋
の
贈
答
歌
の
歌
材
と
し
て
 
（
勢
多
の
長
橋
）
、
各
々
工
夫
を
凝
ら
し
て
歌
枕
を
詠
ん
で
お
り
、
軽
盛
は
単
な
る
そ
の
摂
取
 
 

に
留
ま
ら
ず
、
忠
盛
歌
の
そ
れ
ら
の
着
想
を
活
か
し
つ
つ
自
歌
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
平
家
歌
人
の
詠
み
込
ん
だ
歌
枕
が
多
い
中
に
 
 

も
、
こ
の
よ
う
に
忠
盛
か
ら
軽
盛
へ
受
け
継
が
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
 
『
経
盛
集
』
 
に
は
、
他
に
も
忠
盛
 
 

歌
と
同
一
の
歌
枕
 
（
地
名
）
 
を
用
い
た
歌
は
あ
る
が
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
を
除
き
、
そ
れ
ら
は
同
時
代
歌
人
に
も
見
ら
れ
る
 
 

場
合
が
殆
ど
で
、
忠
盛
歌
と
の
関
係
を
裏
付
け
る
資
料
に
は
用
い
が
た
い
、
先
に
忠
盛
歌
以
前
の
用
例
希
な
歌
枕
と
し
た
所
以
で
あ
 
 

る
。
ま
た
遍
照
寺
歌
合
出
詠
歌
の
軽
盛
歌
・
忠
度
歌
各
一
首
に
つ
い
て
は
、
忠
盛
歌
の
詠
作
時
期
が
不
明
な
た
め
そ
の
関
連
性
を
明
 
 

ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
と
も
に
遍
照
寺
の
昔
や
そ
の
月
を
詠
じ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
 
『
経
盛
集
b
 
に
 
 

は
、
僅
か
だ
が
忠
盛
歌
と
関
連
の
あ
り
そ
う
な
歌
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

冒
頭
に
記
し
た
如
く
、
稿
者
は
先
に
、
現
存
諸
歌
集
中
で
忠
盛
初
見
の
和
歌
表
現
が
経
盛
・
思
度
・
経
正
の
各
家
集
所
収
歌
中
に
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見
出
だ
せ
る
、
と
の
報
告
を
行
っ
た
。
『
程
成
皿
集
』
 
に
関
し
て
そ
の
要
点
の
み
を
記
す
と
、
六
四
番
歌
の
 
「
し
ほ
ぢ
も
し
ら
ず
」
と
 
 

の
表
現
が
異
本
系
冒
心
盛
集
』
 
二
四
番
歌
よ
り
摂
取
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
以
下
同
じ
く
同
E
香
取
の
 
「
み
づ
わ
け
や
ま
」
は
同
 
 

『
忠
盛
集
』
一
番
歌
、
同
五
一
番
歌
の
 
「
ま
く
ら
に
し
か
の
こ
ゑ
を
き
く
」
は
同
『
忠
盛
集
』
 
四
一
一
番
歌
、
同
七
三
番
敢
の
 
「
あ
は
 
 

じ
し
ま
せ
と
の
し
ほ
か
ぜ
」
は
H
 
『
忠
盛
集
』
 
十
五
番
歌
 
（
一
七
六
番
歌
に
も
重
H
）
、
を
各
々
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
 
 

先
に
吟
味
し
た
経
盛
の
歌
枕
を
詠
み
込
ん
だ
歌
三
首
、
さ
ら
に
遍
照
寺
歌
合
で
の
詠
歌
一
首
も
加
え
る
と
、
『
砕
盛
集
』
所
収
歌
中
 
 

の
八
首
 
（
贈
答
歌
の
相
手
を
除
く
）
 
が
忠
盛
歌
と
何
ら
か
の
関
連
性
が
窺
え
る
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

経
盛
が
依
拠
し
た
忠
盛
歌
を
 
『
忠
盛
集
』
 
中
の
歌
群
に
即
し
て
繋
理
し
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。
 
 

（
表
）
経
盛
が
依
拠
し
た
忠
粥
歌
の
歌
群
別
▲
覧
哀
 
 

一
見
し
て
明
ら
か
な
通
り
、
経
盛
が
参
照
し
た
と
推
測
さ
れ
る
忠
盛
歌
は
異
本
系
A
歌
群
す
な
わ
ち
「
忠
盛
百
首
」
歌
が
多
く
、
 
 

全
人
百
中
の
六
首
を
占
め
る
。
お
そ
ら
く
経
盛
は
「
忠
鮨
百
首
」
を
所
持
し
、
そ
れ
を
詠
作
時
に
参
照
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
遍
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照
寺
歌
合
に
出
し
た
 
『
凝
盛
集
』
 
五
六
番
歌
に
つ
い
て
は
、
『
忠
盛
集
L
 
異
本
系
B
歌
群
一
二
一
番
 
（
同
C
歌
群
一
六
八
番
・
流
布
 
 

本
系
B
歌
群
三
五
番
に
重
出
）
 
の
忠
盛
歌
と
の
関
連
性
を
先
に
触
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
歌
群
所
収
歌
と
関
係
す
る
か
は
分
か
ら
ず
、
 
 

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
措
く
。
こ
の
ほ
か
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
詠
み
込
ん
だ
 
『
経
盛
集
』
九
三
番
歌
は
、
異
本
系
一
二
八
番
歌
を
 
 

踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
歌
は
同
B
歌
群
に
の
み
採
ら
れ
て
い
る
。
裏
返
せ
ば
、
経
盛
が
同
B
歌
群
の
歌
を
参
照
し
て
い
た
 
 

か
、
あ
る
い
は
同
忠
盛
歌
を
記
し
た
別
の
資
料
を
参
照
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。
当
該
の
忠
盛
歌
は
 
『
忠
盛
集
』
 
以
外
の
他
歌
集
に
 
 

採
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
別
資
料
と
言
っ
て
も
「
故
刑
部
例
の
よ
ま
れ
た
る
歌
ど
も
」
 
（
程
盛
集
・
一
〇
九
番
詞
書
）
 
と
し
て
軽
盛
 
 

の
手
許
に
あ
っ
た
忠
盛
の
歌
稿
類
が
想
定
さ
れ
る
程
度
だ
が
、
経
盛
が
い
ず
れ
の
資
料
に
依
っ
て
詠
作
し
た
か
は
検
討
材
料
に
乏
し
 
 

く
、
決
着
を
付
け
が
た
い
。
 
 
 

だ
が
逆
に
、
『
経
盛
集
』
 
に
こ
れ
ら
忠
盛
歌
と
関
連
性
の
窺
え
る
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
、
と
の
点
に
留
意
し
た
い
。
経
盛
は
、
同
 
 

B
歌
群
一
二
八
番
も
し
く
は
別
資
料
所
収
歌
に
依
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
歌
 
（
九
三
番
）
 
の
ほ
か
、
異
本
系
A
歌
群
「
忠
盛
百
首
」
所
 
 

収
歌
に
依
っ
た
と
み
ら
れ
る
歌
六
首
も
、
「
不
用
固
舞
偽
惣
注
出
」
 
（
同
集
奥
書
）
 
と
記
す
如
く
、
家
集
編
集
時
に
撰
歌
配
列
し
て
い
 
 

る
。
七
首
と
い
う
数
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
忠
盛
歌
に
関
わ
る
詠
歌
を
家
集
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

と
い
う
事
は
、
右
の
歌
枕
や
和
歌
表
現
の
摂
取
か
ら
窺
え
る
以
外
に
も
、
経
盛
は
忠
盛
歌
と
関
係
の
あ
り
そ
う
な
歌
を
家
集
に
取
り
 
 

込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
 
 

実
は
、
『
経
盛
集
』
 
中
に
は
、
歌
の
内
容
は
異
な
る
が
忠
盛
歌
と
似
通
っ
た
状
況
下
で
詠
ま
れ
た
歌
が
二
首
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
 
 

忠
盛
歌
は
異
本
系
B
歌
群
に
の
み
入
る
歌
で
あ
る
。
左
に
そ
れ
ら
忠
盛
歌
と
経
盛
歌
を
掲
げ
て
み
る
。
 
 

は
る
ご
ろ
、
あ
か
し
よ
り
の
ぼ
ら
せ
給
け
る
に
、
為
通
卿
つ
の
く
に
の
し
ほ
ゆ
あ
む
と
て
あ
り
と
、
 
 

き
か
せ
た
ま
ひ
て
つ
か
は
し
け
る
 
 

一
〇
四
、
な
が
ゐ
す
な
宮
こ
の
は
な
も
さ
き
ぬ
ら
ん
わ
れ
も
な
に
ゆ
へ
い
そ
ぐ
つ
な
で
ぞ
 
（
忠
盛
集
）
 
 

や
よ
ひ
の
か
み
の
十
日
ご
ろ
に
、
熊
野
よ
り
下
向
し
侍
り
て
、
別
当
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
 
 
 

二
一
、
み
く
ま
の
の
み
や
ま
の
さ
く
ら
ち
り
に
し
を
は
な
の
宮
こ
の
は
な
は
さ
き
ぬ
や
 
（
経
盛
集
）
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九
五
、
け
ふ
の
み
や
お
も
ひ
い
づ
ら
む
あ
ふ
ひ
草
我
は
こ
こ
ろ
に
か
け
ぬ
日
ぞ
な
き
 
（
経
盛
集
）
 
 
 

異
本
系
冒
心
盛
集
』
一
〇
四
番
歌
は
流
布
本
系
冒
小
盛
集
』
六
番
の
ほ
か
『
詞
花
集
』
二
七
五
番
に
も
入
集
す
る
。
第
五
句
は
『
詞
 
 

花
集
』
入
集
歌
で
は
同
「
い
そ
ぐ
刃
な
で
ぞ
」
と
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
異
文
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
歌
は
忠
盛
が
摂
津
で
 
 

潮
湯
浴
み
中
の
為
通
に
対
し
、
「
宮
こ
の
は
な
」
を
見
る
べ
く
我
も
「
い
そ
ぐ
つ
な
で
ぞ
」
、
と
詠
み
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
旅
先
で
 
 

都
の
花
を
気
に
掛
け
て
詠
む
歌
は
詩
歌
集
に
散
見
す
る
が
、
『
程
盛
集
』
 
二
一
・
二
二
番
所
収
の
、
経
盛
が
実
家
に
「
宮
こ
の
は
な
 
 

は
さ
き
ぬ
や
」
と
尋
ね
た
歌
も
そ
の
一
例
に
教
え
ら
れ
る
。
明
石
よ
り
帰
京
途
中
の
忠
盛
と
、
熊
野
下
向
時
の
経
盛
と
で
は
所
在
地
 
 

は
異
な
る
が
、
旅
中
と
の
状
況
下
で
都
の
花
を
憶
う
歌
を
詠
む
点
は
同
じ
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

次
の
異
本
系
冒
心
盛
集
』
一
三
六
番
歌
は
、
賀
茂
祭
の
便
を
し
て
い
た
忠
盛
が
「
む
か
し
見
し
人
」
 
に
会
っ
て
贈
っ
た
歌
と
詞
書
 
 

に
記
す
。
『
経
盛
集
』
 
に
も
、
賀
茂
祭
の
際
「
ひ
さ
し
く
お
と
せ
ぬ
女
」
と
経
盛
が
葵
に
掛
け
て
交
わ
し
た
贈
答
歌
 
（
九
四
∵
九
五
 
 

番
）
が
見
出
だ
せ
る
。
忠
盛
と
経
盛
の
参
じ
た
賀
茂
祭
が
同
一
時
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
忠
盛
歌
・
経
盛
歌
と
も
に
疎
遠
と
な
っ
 
 

た
女
性
と
会
っ
た
際
の
詠
歌
で
あ
り
、
こ
れ
も
作
歌
状
況
を
同
じ
く
す
る
歌
と
言
え
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
 
『
経
盛
集
』
所
載
歌
と
異
本
系
冒
心
盛
集
』
 
B
歌
群
所
収
歌
と
の
間
に
は
、
似
通
っ
た
詠
作
状
況
で
詠
ま
れ
た
二
首
 
 
 

一
三
六
、
わ
か
れ
に
し
人
に
も
け
ふ
は
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
か
み
の
ち
か
ひ
ぞ
う
れ
し
か
り
け
る
 
（
忠
盛
集
）
 
 

ひ
さ
し
く
お
と
せ
ぬ
女
の
も
と
よ
り
、
賀
茂
の
ま
つ
り
の
日
、
あ
ふ
ひ
に
付
け
て
適
し
侍
り
け
る
 
 

九
四
、
わ
す
れ
に
し
そ
の
神
や
ま
の
あ
ふ
ひ
草
今
日
だ
に
か
け
て
お
も
ひ
い
で
ず
や
 
（
経
盛
集
）
 
 

か
へ
し
 
 

か
へ
し
 
 

別
当
実
家
卿
 
 

二
二
、
は
る
く
れ
て
や
ま
ぢ
の
は
な
の
ち
る
を
み
ば
み
や
こ
の
は
る
は
す
ぎ
ぬ
と
を
し
れ
 
（
軽
盛
集
）
 
 

ま
つ
り
の
使
し
侍
り
け
る
に
、
か
ん
だ
ち
に
も
の
み
け
る
く
る
ま
の
物
見
よ
り
、
 
 

む
か
し
見
し
人
の
侍
り
け
れ
ば
、
ま
う
し
を
く
り
け
る
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が
指
摘
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
他
歌
人
に
も
同
内
容
の
詠
歌
は
あ
る
か
ら
、
経
盛
の
依
拠
歌
と
し
て
忠
盛
歌
を
掲
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

興
味
深
い
の
は
、
『
経
盛
集
』
恋
部
末
の
九
二
～
九
五
の
贈
答
歌
二
組
に
お
い
て
、
そ
の
各
々
の
経
盛
歌
は
、
同
B
歌
群
所
収
歌
の
 
 

「
勢
多
の
長
橋
」
を
踏
ま
え
た
と
推
測
さ
れ
る
歌
 
（
九
三
番
）
 
と
、
右
の
忠
盛
歌
と
詠
作
状
況
を
同
じ
く
す
る
歌
 
（
九
四
番
）
、
と
 
 

な
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
軽
盛
歌
に
対
応
す
る
忠
盛
歌
二
首
は
、
異
本
系
B
歌
群
中
で
連
続
す
る
二
首
で
は
な
い
が
、
恋
に
関
わ
る
 
 

歌
を
並
べ
た
同
歌
群
一
二
八
～
一
三
九
番
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
に
前
掲
の
 
「
は
な
の
み
や
こ
」
を
詠
じ
た
贈
答
歌
一
首
を
加
え
る
と
、
異
本
系
『
忠
盛
集
』
 
B
歌
群
中
の
三
首
 
（
贈
答
歌
の
 
 

他
者
詠
を
除
く
）
 
に
、
『
経
密
集
』
所
収
歌
と
詠
作
事
情
の
類
似
や
表
現
摂
取
が
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
程
盛
の
遍
照
寺
 
 

歌
合
出
詠
歌
に
関
わ
っ
て
当
該
忠
盛
歌
を
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
た
が
、
こ
の
歌
も
同
C
歌
群
一
六
人
番
と
と
も
に
同
B
歌
群
一
ニ
ー
 
 

番
に
も
入
る
か
ら
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
、
四
首
 
（
除
他
者
詠
）
 
が
 
『
経
盛
集
』
と
の
関
連
性
の
窺
え
る
歌
と
な
る
。
 
 
 

即
ち
『
軽
盛
集
』
と
冒
小
盛
集
』
、
殊
に
異
本
系
B
歌
群
と
は
、
詠
作
状
況
を
同
じ
く
す
る
歌
（
忠
盛
集
一
〇
四
・
経
盛
集
二
一
、
 
 

以
下
同
）
 
（
忠
盛
一
三
六
・
経
盛
九
五
）
、
「
せ
た
の
な
が
は
し
」
を
詠
み
込
む
贈
答
歌
 
（
忠
盛
一
二
八
・
軽
盛
九
三
）
、
遍
照
寺
に
関
 
 

わ
る
詠
歌
 
（
忠
盛
t
二
一
・
経
盛
集
五
六
）
、
と
い
う
具
合
に
若
干
の
類
似
点
が
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

同
B
歌
群
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
覚
が
、
忠
盛
へ
敬
語
表
現
を
用
い
、
四
季
・
恋
・
雑
部
に
整
理
さ
れ
た
歌
群
で
あ
り
、
そ
の
編
 
 

い
 
 

者
と
し
て
は
経
盛
あ
た
り
を
有
力
候
補
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
粗
々
吟
味
し
た
如
く
、
経
盛
自
撰
家
集
の
入
集
歌
と
異
本
系
B
 
 

歌
群
の
そ
れ
と
は
、
ど
う
や
ら
関
連
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
軽
盛
が
、
忠
盛
歌
に
依
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
一
首
の
み
な
ら
ず
、
忠
盛
 
 

歌
と
詠
作
事
情
が
似
通
っ
た
敬
三
首
ま
で
も
 
『
経
盛
集
』
 
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
先
に
経
盛
の
同
A
歌
群
「
忠
盛
百
首
」
所
 
 

持
を
推
測
し
た
が
、
経
盛
は
同
B
歌
群
も
所
持
し
そ
の
家
集
編
集
に
際
し
て
同
B
歌
群
も
参
考
資
料
の
一
つ
と
し
て
用
い
て
い
た
と
 
 

の
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
。
さ
ら
に
同
B
歌
群
が
「
故
刑
部
卿
の
よ
ま
れ
た
る
歌
ど
も
」
 
（
前
掲
）
 
よ
り
撰
歌
さ
れ
た
も
の
と
す
る
 
 

と
、
『
経
盛
集
』
編
集
に
見
ら
れ
る
類
似
点
か
ら
、
先
覚
の
指
摘
す
る
通
り
、
経
盛
が
同
B
歌
群
の
編
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
 
 

て
良
い
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

息
産
も
同
B
歌
群
所
収
歌
に
倣
っ
て
遍
照
寺
歌
合
出
詠
歌
 
（
息
度
集
四
七
）
 
を
家
集
に
取
り
込
ん
だ
と
す
る
と
、
同
歌
群
を
家
集
 
 
1
4
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四
二
、
つ
き
か
げ
は
い
づ
こ
と
わ
か
じ
も
の
ゆ
ゑ
に
や
ど
に
心
の
と
ま
ら
ざ
る
ら
む
 
（
息
度
集
・
詞
書
「
月
」
）
 
 

と
、
と
も
に
月
影
が
何
処
で
も
不
変
で
あ
る
と
詠
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
 
『
堀
河
百
首
』
 
の
隆
源
歌
「
い
づ
く
と
も
月
は
わ
か
じ
を
い
 
 

か
な
れ
ば
さ
や
け
か
る
ら
む
さ
ら
し
な
の
山
」
 
（
七
九
七
・
月
）
 
に
依
っ
た
表
現
と
み
ら
れ
る
。
右
の
忠
盛
歌
は
同
B
歌
群
に
の
み
 
 

採
ら
れ
る
歌
で
あ
り
、
そ
れ
と
表
現
の
似
通
っ
た
歌
を
思
慮
が
家
集
に
配
し
て
い
る
の
は
、
息
度
も
異
本
系
B
歌
群
を
家
集
編
集
時
 
 

に
参
照
し
て
い
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。
尤
も
、
『
息
度
集
』
 
に
つ
い
て
は
他
に
例
歌
は
乏
し
く
、
右
の
指
摘
に
留
ま
る
が
。
 
 
 

な
お
 
『
経
盛
集
』
 
と
他
の
異
本
系
C
歌
群
や
流
布
本
系
A
B
歌
群
と
の
間
に
は
、
忠
盛
歌
と
経
盛
歌
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
よ
 
 

う
な
歌
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
異
本
系
C
歌
群
一
大
八
番
歌
を
始
め
、
そ
う
し
た
例
は
僅
か
に
見
出
だ
せ
る
の
だ
が
、
『
経
 
 

盛
集
』
 
と
の
関
連
を
窺
う
材
料
に
用
い
る
程
で
は
な
い
。
主
に
同
B
歌
詳
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
以
上
の
理
由
に
よ
る
。
 
 
 

経
盛
は
異
本
系
『
忠
盛
集
』
 
A
・
B
歌
群
所
収
歌
を
踏
ま
え
て
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
所
収
歌
を
自
 
 

ら
の
家
集
編
集
時
に
参
照
し
て
い
た
節
が
見
受
け
ら
れ
る
。
『
経
盛
集
』
奥
書
に
 
「
先
賢
之
製
作
」
 
に
交
わ
り
て
 
「
探
悪
」
づ
、
と
 
 

の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
 
「
先
賢
」
 
の
特
定
は
難
し
い
も
の
の
、
そ
の
一
人
に
父
忠
盛
が
含
ま
れ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

編
集
時
に
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
次
の
忠
盛
歌
と
忠
彦
歌
の
波
線
部
は
、
 
 

一
四
二
、
い
づ
く
と
も
月
は
わ
か
じ
を
ふ
る
さ
と
は
も
の
さ
び
し
か
る
か
げ
ぞ
ゝ
ひ
け
る
 
（
忠
盛
集
・
詞
書
「
無
常
」
）
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※
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
歌
合
所
収
歌
の
引
用
に
際
し
て
は
、
『
忠
盛
集
』
を
除
き
、
新
編
『
国
歌
人
観
』
 
に
よ
る
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
 
参
考
ま
で
に
 
『
経
盛
集
」
 
の
奥
書
を
左
に
掲
げ
る
。
 
 

神
主
垂
保
依
願
講
当
世
好
士
名
和
歌
百
首
可
進
納
神
殿
云
々
、
不
用
固
舞
仇
惣
注
出
、
詠
春
花
以
於
斯
香
色
其
詞
惟
凡
也
、
翫
秋
月
以
 
 

難
述
光
輝
具
体
之
疎
也
、
更
交
先
賢
之
製
作
探
斬
心
、
功
拙
之
相
簸
、
然
而
黍
仰
柏
城
之
如
在
忽
染
松
筆
而
記
之
 
寿
永
元
年
六
月
十
口
 
 

（
2
）
 
桑
瞭
博
史
氏
編
 
『
日
本
古
典
文
学
の
諸
相
』
 
（
勉
誠
祉
、
平
成
九
年
一
月
）
 
所
収
、
拙
稿
 
「
半
家
歌
人
に
お
け
る
忠
盛
歌
表
現
の
受
容
」
 
 

（
3
）
 
異
本
系
 
『
忠
盛
集
』
 
を
四
歌
群
、
流
布
本
系
の
そ
れ
を
二
歌
群
に
分
類
す
る
に
際
し
て
ほ
、
左
の
先
覚
の
ご
研
究
に
依
っ
た
。
 
 

10 9  

井
上
宗
雄
氏
老
 
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
 
（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
三
年
十
月
）
 
 

谷
山
茂
氏
・
黒
川
昌
幸
氏
「
私
家
集
大
成
」
 
小
古
Ⅰ
所
収
r
忠
盛
集
」
解
題
。
 
 

大
井
善
毒
氏
「
『
平
忠
盛
集
』
 
本
文
考
」
 
（
「
文
斐
言
語
研
究
」
文
蛮
篇
 
第
4
巻
・
一
九
八
〇
年
三
月
）
 
 

谷
山
■
茂
氏
蔵
本
は
 
『
私
家
集
大
成
』
中
古
札
所
収
『
忠
盛
集
』
 
¶
に
よ
り
、
引
用
に
際
し
て
は
私
に
濁
点
を
振
っ
た
。
 
 

神
宮
文
庫
本
は
 
『
私
家
集
大
成
』
 
中
古
Ⅰ
所
収
『
忠
盛
集
』
 
1
に
よ
る
。
 
 

一
群
書
類
従
』
第
五
輯
所
収
 
 

萩
谷
朴
氏
編
 
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
八
巻
（
同
朋
舎
刊
、
一
九
七
九
年
八
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

大
井
善
書
氏
「
冒
心
度
百
首
』
 
小
考
 
 
『
堀
河
百
首
』
と
の
関
連
に
お
い
て
 
ー
 
」
 
（
「
国
語
国
文
」
・
第
四
八
巻
五
号
・
昭
和
五
四
年
 
 

五
月
）
 
四
四
頁
。
 
 

谷
山
茂
氏
著
 
『
谷
山
戊
著
作
集
』
 
第
」
ハ
巻
 
（
角
川
書
店
、
昭
和
五
九
）
 
所
収
「
平
家
の
歌
人
」
参
照
。
 
 

注
2
の
谷
山
茂
氏
・
黒
川
昌
幸
氏
 
「
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅱ
所
収
一
息
盛
集
」
 
の
解
題
参
照
。
 
 


